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献
呈
の
こ
と
ば

　

鳥
谷
部
茂
先
生
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
広
島
大
学
を
定
年
に
よ
り
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
鳥
谷
部
先
生
は
平
成
三
年
四

月
、
広
島
大
学
法
学
部
に
助
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
て
以
来
、
二
七
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
本
学
の
教
育
、
研
究
に
た
ず
さ
わ
り
、
法
学
部
、

大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
お
よ
び
大
学
院
法
務
研
究
科
、
そ
し
て
広
島
大
学
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、
物
権
法
を
は
じ
め
、
民
法
総
則
、
債
権
法
な
ど
民
法
の
幅
広
い
分
野
を
ご
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
親
身
極
ま
り
な
い

学
生
指
導
と
深
い
学
識
に
よ
り
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
者
は
数
知
れ
ず
、
学
部
、
大
学
院
教
育
を
通
じ
て
優
秀
な
人
材
を
社
会
の
各
方
面

に
多
数
送
り
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
ご
出
身
地
の
青
森
も
被
害
を
被
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
、
ゼ
ミ
を
あ
げ

て
の
毎
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
被
災
地
の
居
住
権
に
関
す
る
法
的
問
題
を
も
扱
う
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

　

研
究
面
で
は
、
担
保
法
の
領
域
を
中
心
に
研
究
を
展
開
さ
れ
、
消
費
者
問
題
や
環
境
問
題
に
ま
で
研
究
領
域
を
広
げ
て
こ
ら
れ
、
学
界

で
高
い
評
価
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
広
島
大
学
在
籍
中
は
民
事
法
研
究
会
代
表
、
日
本
土
地
法
学
会
中
国
支
部
研
究
会
支
部
長

な
ど
を
長
年
務
め
ら
れ
、
研
究
活
動
を
支
え
る
組
織
運
営
の
面
で
も
力
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
日
韓
の
土
地
法
学
会
で
の
国
際
学
術
交
流

で
は
中
心
的
に
活
躍
さ
れ
、
今
年
一
月
の
韓
国
・
崇
実
大
学
法
学
部
と
広
島
大
学
法
学
部
と
の
学
術
・
教
育
交
流
協
定
締
結
に
も
つ
な
い

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

学
内
行
政
に
お
い
て
は
、
長
年
に
わ
た
り
各
種
委
員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
印
象
深
い
の
は
、
か
つ
て
極
め
て
重
度
の

障
害
を
も
つ
学
生
が
広
島
大
学
法
学
部
を
受
験
し
た
際
、
そ
の
後
の
入
学
受
け
入
れ
、
就
学
支
援
に
、
障
害
学
生
就
学
支
援
検
討
委
員
会

の
委
員
と
し
て
、
ま
さ
し
く
親
身
に
な
っ
て
対
応
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
鳥
谷
部
先
生
の
お
人
柄
が
現
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
、
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

鳥
谷
部
先
生
の
永
年
に
わ
た
る
多
大
な
ご
功
績
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
こ
の
退
職
記
念
号
を
献
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
後
に
、
鳥
谷
部
先
生
の
ご
健
康
と
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

令
和
二
年
三
月
吉
日

広
島
大
学
法
学
会
会
長　
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